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 和歌山県の推計人口（平成３０年１０月１日現在） 

「和歌山県人口調査」結果   

 

 

【平成３０年１０月１日現在の人口・世帯数と１年間の増減】 

１ 人口総数・・・２３年連続の減少 

① 総人口  ９３４，０５１人（男４３９，２９８人、女４９４，７５３人） 

② 増減数   ▲１０，２６９人（男▲４，７３９人 女▲５，５３０人） 

③ 増減率   ▲１．０９％ 

 

２ 市町村別の人口増減・・・３０市町村で減少 

① 減少に転じた市町村・・・岩出市（対前年比▲０．３１％）、日高町（同▲０．３７％）、 

上富田町（同▲０．０５％）、北山村（同▲２．０７％） 

② 減少率の高い町・・・由良町（対前年比▲２．７２％）、紀美野町（同▲２．５５％）、 

すさみ町（同▲２．５２％） 

       

３ 人口動態・・・自然増減は減少幅が拡大、社会増減は減少幅がほぼ横ばい 

① 自然増減  ▲６，７８６人 

（出生数 ６，２１６人 死亡数 １３，００２人） 

② 社会増減  ▲３，４８３人 

（転入数 １３，０２７人 転出数 １６，５１０人） 

 

４ 世帯数・・・世帯数は増加、１世帯当たりの平均構成人数は減少 

① ３９３，５５５世帯 ２３１世帯の増（前年比＋０．０６％） 

② １世帯当たりの平均構成人員 ２．３７人（同▲０．０３人） 

 

 

 

------【和歌山県人口調査】結果について----- 

この調査は昭和４２年に開始しており、今回は平成２７年１０月１日現在の人口・世帯数（国勢調査確報値）

を基礎に、各市町村からの報告による平成３０年９月３０日までの毎月の住民基本台帳登録者数等の増減を加算

して算出したものです。 

 なお、県内市町村間の転出入は、転入市町村からのデータにより計算されています。 

 統計アクセス用 URL  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/020300/wtoukei.html 
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１ 人口総数  

  平成３０年１０月１日現在の本県人口は、９３４，０５１人。 

  全国総人口（１２,６４４万人※）の約０．７４％。 

  ※総務省統計局人口推計月報 平成３０年１０月１日現在概算値 

  １年前に比べ１０，２６９人減少し、対前年増減率は▲１．０９％となった。平成８年に減少に

転じた後、２３年連続で減少している。 
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２ 市町村別の人口増減 

   平成２９年１０月１日からの１年間で、３０市町村のすべてで人口が減少している。          

  減少率が高いのは、由良町（▲２．７２％）、次いで紀美野町（▲２．５５％）、すさみ町（

▲２．５２％）となっている。（資料１、資料２） 

 

３－１ 人口動態                 

  平成２９年１０月１日からの１年間の人口動態をみると、１０，２６９人減少、増減率は▲１．

０９％で、前年同期１年間（平成２８年１０月１日から平成２９年９月３０日）の増減率▲１．０

１％から減少幅が拡大した。 

 

 

 

３－２ 自然動態  

平成２９年１０月１日からの１年間の出生数は６，２１６人、死亡数は１３，００２人。出生数

から死亡数を引いた自然増減は▲６，７８６人となり、平成１０年以降、２１年連続のマイナスと

なった。 
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前年同期１年間（平成２８年１０月１日から平成２９年９月３０日）との比較では、出生数が▲

２９５人（6,511 人→6,216 人）、死亡数が＋２１５人（12,787 人→13,002 人）であり、自然動態に

おける減少幅は拡大した（▲6,276 人→▲6,786 人）。（資料３） 

 

３－３ 社会動態 

 平成２９年１０月１日からの１年間の県外（国外含む）からの転入数は１３，０２７人、県外（

国外含む）への転出数は１６，５１０人であった。 

 前年同期１年間（平成２８年１０月１日から平成２９年９月３０日）との比較では、転入数が▲

１０５人（13,132 人→13,027 人）、転出数が+５０人（16,460 人→16,510 人）であり、社会動態に

おける減少幅はほぼ横ばいとなっている。 

この結果、３，４８３人の転出超過であり、社会増減は平成８年以来２３年連続のマイナスとな

った。 

  また、県内市町村間での移動者数は、１０，８３２人であった。（資料４） 

 

 

 

４ 世帯  

  平成３０年１０月１日の本県の世帯数は、３９３，５５５世帯で、前年に比べて２３１世帯、０．０

６％増加した。 

  また、１世帯当たりの平均構成人員は２．３７人で、前年に比べて０．０３人減少した。 

  １世帯当たりの平均構成人員を市町村別にみると、多い順にみなべ町（２．７４人）、広

川町（２．７４人）、日高町（２．７０人）の順となった。 

  一方、少ないのは、北山村（１．８１人）、古座川町（２．０３人）、串本町（２．０６人）の

順であった。（資料５）  
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表３　世帯数の推移（各年10月1日現在）

世帯数
１年間の
増減数

対前年
増減率

１世帯当たりの

平均構成人員

世帯 世帯 ％ 人
平成7 ※ 366,141 4,423 1.22 2.95

8 369,584 3,443 0.94 2.92
9 372,515 2,931 0.79 2.89

10 374,765 2,250 0.60 2.87
11 377,247 2,482 0.66 2.84
12 ※ 380,698 3,451 0.91 2.81
13 382,151 1,453 0.38 2.79
14 383,285 1,134 0.30 2.76
15 383,852 567 0.15 2.74
16 384,749 897 0.23 2.72
17 ※ 384,880 131 0.03 2.69
18 387,215 2,335 0.61 2.66
19 389,196 1,981 0.51 2.62
20 391,051 1,855 0.48 2.59
21 392,649 1,598 0.41 2.57
22 ※ 393,553 904 0.23 2.55
23 393,882 329 0.08 2.53
24 393,578 ▲ 304 ▲ 0.08 2.51
25 393,443 ▲ 135 ▲ 0.03 2.49
26 392,907 ▲ 536 ▲ 0.14 2.47
27 ※ 392,332 ▲ 575 ▲ 0.15 2.46
28 392,953 621 0.16 2.43
29 393,324 371 0.09 2.40
30 393,555 231 0.06 2.37

※印は国勢調査

平成７年から平成２７年の世帯数については、国勢調査確定値をもって補正している。  

 

 

 

 


